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日立のIoT（Internet of Things）データ活用サービ

スHitachi Global Data Integration（以下，「本サー

ビス」と記す。）では，Webブラウザから遠隔制御する

機能の提供を開始した。昨今，業務効率化やサービス

の価値向上，社会課題への対応を目的として，イン

ターネットを活用した遠隔でのデータ活用機会が増加

し，さまざまな分野で遠隔監視／制御が求められてい

る。今回は物流業界のコールドチェーンにおける遠隔

監視／制御の事例について紹介する。

コールドチェーンでは，冷凍機の設定温度変更，温

度管理や温度記録が求められる。しかし，運転中のド

ライバーが，環境変化に合わせて冷凍機の設定変更や

記録を行うことは難しく，輸配送中の品質管理やドラ

イバーの業務負荷軽減，安全確保が課題になってい

た。この課題に対し，本サービスでは，監視センター

からWebブラウザ上で遠隔監視／制御や操作記録を

行い，集中管理することが可能となった。

今後は，本サービスの遠隔監視／制御や操作履歴管

理の適用業務の拡張により，顧客の課題解決，ビジネ

ス拡大への貢献をめざす。

遠隔監視／制御を活用した
コールドチェーンの業務改善1

人々の生活を支える社会インフラは，安定した正常

稼働を求められる。しかし，設備の老朽化や熟練保守

員の不足・高齢化が社会課題になっていることに加え，

環境負荷軽減に関する要望も高まってきている。

これらの課題へのアプローチとして，漏水検知サー

ビス（独自開発の超高感度振動センサーを用いて漏水

を自動検知する）や地中可視化サービス［レーダー探査

画像をAI（Artifi cial Intelligence）解析して地中埋設

管情報を可視化する］などのソリューションを提供し，

サービスレベルとコストを両立可能な社会インフラ保

守の実現をめざしている。既に実フィールドでのデー

タ収集・分析を通して顧客業務へ貢献してきた。また，

サービスを通じた環境負荷の軽減効果に期待してお

り，2022年度は環境負荷軽減量（CO2排出，廃棄物の

削減など）の可視化に取り組んだ。

今後も日立グループ全体で社会インフラの維持管

理，国土強じん化（大規模災害への備え），環境負荷軽

減への貢献など，社会インフラDX（デジタルトランス

フォーメーション）の推進をめざす。

社会インフラ保守の高度化と
環境負荷軽減に向けた取り組み2

社会システム

Web／メール

イベント管理

位置追跡

データ

グラフ表示温度・加速度など

温度情報

通信デバイス

温度センサー
倉庫

集配車両

通信デバイス

制御

温度異常通知

温度制御

つなぐ 集める 使う

1 遠隔監視／制御の事例（Hitachi Global Data Integration Pro for コールドチェーン）

注：略語説明　 SIM（Subscriber Identity Module）
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政府は適切な介護予防により年間3.2兆円の介護給

付費を抑制可能と推計しており，生涯QoL（Quality 

of Life）向上と財政適性化の両面で，良質な予防サー

ビスの社会的意義は大きい。行政が事業資源を有効活

用しつつ市民に広くサービスを提供していくために

自治体・スタートアップとの協創を通
じたEBPMビジネスプラットフォーム3

は，民間企業の貢献が期待される。しかし，予防の費

用対効果を把握できないことが，民間サービス導入と

適正な市場価格形成の障壁となっている。予防の受益

者成果を分け合うことでサービス普及促進を加速す

る，新たな仕組みの社会実装が急務である。

そこで日立は，東京都が実施する「令和4年度東京

都次世代ウェルネスソリューション構築支援事業 連

携プロジェクト」にてEBPM（Evidence-based Policy 

…

社会インフラ保守
プラットフォーム

センシング
モニタリング

外部情報

都市データ

状態監視 位置情報 高精度
解析

地中可視化
センシング
データ

エッジ 漏水検知 地中探査 ドローン 点検カメラ

デジタル化による
業務改革

コストの低減

施工効率化・
事故抑止による
CO2排出量削減

迅速な状況把握と
復旧支援

大規模災害発生時
Lumada Solution Hub※）

点検ロボット

統合DB

業務
DX化

環境
負荷低減

国土
強じん化

被災状況 管路位置

データ
活用

紙の文化

社会インフラに関わる業界・業種をデジタルでつなぎ
情報がアップデートされていくエコシステムを構築

2 社会インフラ保守サービスのコンセプト

注：略語説明ほか　DB（Database）
※）顧客のDXを迅速に実現するエコシステムを構築するプラットフォーム

（
自
治
体
ご
と
に
委
託
）

凡例 ：
本事業の関係団体

アプリ利用データ

各社保有データ

PHR

PHRKDB

KDB×PHR

PHR PHRKDB

KDB
利用
申請

PF
利用料

PF
利用料データ預託

介入委託

[本事業を通じて
ビジネスモデル検討]

PFS型事業
委託

効果測定結果
（アウトプット）

実績
データ

（本事業を通じて
ビジネスモデル検討）

・ 本人確認
・ 効果測定結果（アウトカム ・ アウトプット）
・ PFS型事業支援 （ウェルネス企業と協働）

・ 介護予防効果測定
・ PFS型介護予防事業支援
  （計画策定／実施／評価など）

個々人の状況に応じた介入サービス

保健／介護事業に関わる費用 （保健指導／介護予防／介護給付事業など）同意に基づくPHRデータ（介入履歴） の提供

都民が保険外で利用するサービス料

リハビリ支援 ・ オンライン介護

お金の流れ データ・サービスの流れ
（点線は2023年度以降）

東京都民

介護重症化予防
社会参加 ・ 習慣化支援
介護／フレイル予防

パーソナル栄養指導

てくポ事業 （2021年度～）
PFS型介護予防事業 （2023年度～）

みんチャレ／フレイル
予防事業 （2021年度～）

特定保健指導

自治体

日立製作所（PFS型EBPMビジネスPF）

AIを活用した保健事業支援サービス

匿名バンク／個人情報管理基盤サービス

八王子市 府中市

ウェルネス企業
エーテンラボ株式会社 株式会社Rehab for JAPAN株式会社Mealthy

他自治体

東京都／
国民健康
保険団体
連合会

Ｐ
Ｆ
Ｓ
型
事
業
受
託
事
業
者

3 最終的に創出をめざす事業の全体像

注：略語説明　PHR（Personal Health Record），KDB（Kokuho Database），PF（Platform）
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Making）ビジネスプラットフォームの創成に着手し

ている。

本プロジェクトでは，日立のセキュアなパーソナル

データ利活用基盤と介護・健康・医療のビッグデータ

AI分析技術を活用したEBPMビジネスプラット

フォームを新たに創成し，八王子市や府中市における

介護予防事業のアウトカム（結果）評価の実証などに取

り組む。エビデンスに基づく自治体のPay for 

Success（PFS）型介護予防事業の推進に貢献すること

で，都民のQoL向上に寄与する介護予防サービスの実

現をめざしていく。

近年，少子高齢化による働き手不足などの影響で，

自治体や民間の窓口・有人店舗の集約化が進み，対面

でのサービス提供が縮小し，スマートフォンを中心と

したデジタル化が推進されている。一方，年齢・地域

などによるデジタルディバイド（情報格差），オンライ

ン申請の利用率低迷，窓口対応業務の逼迫などの解消

に向けて，誰もが簡単に利用できるデジタルサービス

の提供が求められている。

このような課題へのアプローチとして，地域の出張

所や公民館，銀行や駅，移動車両など生活圏の身近な

場所に利用ブースを設置し，遠隔地からでもオンライ

ンで自治体や民間企業の窓口サービスを横断的に利用

公共・民間の窓口サービスを
利用可能な汎用デジタル窓口4

可能な各種機能を開発した。臨場感のある大型ディス

プレイとデジタルに不慣れな高齢者などにも直観的

な操作ができるUI（User Interface），UX（User 

Experience）で「誰もが身近な場所で，有人窓口と同

等のサービスを受けられる新しいサービス提供の形」

をめざしている。

今後は，誰一人取り残されないデジタル社会をめざ

し，官民が連携した地域の新しいサービスインフラと

して，本サービスをさまざまな業種へ拡大するととも

に，地域課題の解決と住民のQoL向上に貢献していく。

日立は，ミッションクリティカルIoTを実現する共

生進化アーキテクチャのコンセプトを取り込んだ通信

ミドルウェアNX Dlink/RED（Reliable Enhanced 

Multipath Distribution）を開発した。

NX Dlink/REDの最大の特長は，既存のアプリケー

ションを変更することなく，複数のネットワーク経路

を多重化・冗長化することで，一つの経路で障害が発

生したとしても，瞬時に別系統のデータを選択して通

信ダウンタイムを極小化できることである。これに加

え，暗号化による通信経路の保護もサポートし，ミッ

ションクリティカルIoTに欠かせない通信の信頼性と

セキュリティを提供する。

NX Dlink/REDは，特にフレーム欠損や輻輳，盗聴

無線通信高信頼化ミドルウェア
NX Dlink/RED5

郵便局・公民館など
身近な拠点を活用

高齢者

使い方が
分からない…

複数拠点の
手続きは大変…

目的の拠点が
近くにない…

人と会話して
手続きしないと
不安…

デジタルディバイド層を含め利用しやすい，リモートでありながら「まるで対面している」かのようなサービス提供を実現した。
さまざまな分野の窓口に接続し，地域のデジタルな窓口をシェアする。

日本語での
手続きが
分からない

外国人 子育て世帯 若者

リモートで
会話しながら手続き

一つの窓口でさまざまな
サービスを利用可能

汎用デジタル窓口

さまざまな分野のサービス提供者が拠点の汎用デジタル窓口にリモート接続し，対面でサービス提供さまざまな分野のサービス提供者が拠点の汎用デジタル窓口にリモート接続し，対面でサービス提供

公共 金融 医療・福祉 通信・陸運 その他

4 汎用デジタル窓口
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リスクなど，信頼性に難のある無線通信に効果的であ

り，生産現場におけるローカル5G（Fifth Generation）

や無線LAN（Local Area Network）を用いた現場機

器間通信，鉄道車両などの移動体に対する公衆網適用

といった，無線通信の利用ニーズがあるサイトにおけ

る通信の高信頼化サービスをめざす。本製品を軸に，

無線技術の活用幅を広げ，レジリエントな社会システ

ムに寄与していく。

修理リコメンデーションサービス（部品選定型）は，

過去の故障・修理履歴データを機械学習し，故障状況

に応じてAIエンジンが適切な交換部品を推奨する。

社会インフラの保守効率を向上する
故障探求ノウハウのデジタル化6

このサービスを銀行ATM（Automated Teller 

Machine）の保守業務に適用し，交換部品選定時間を

短縮する効果が実証されている。ただし，履歴データ

蓄積が十分ではない事案も多く，新たな選定アプロー

チでの対応が求められていた。

これに対し，修理リコメンデーションサービス（故

障探求型）は，保守に関するノウハウをデジタル化し，

故障・修理履歴データ蓄積が不十分な事案にも対応す

る。主な特長は以下のとおりである。

（1）保守マニュアルや設計仕様書，ベテラン保守員か

らの聞き取りなどによって得られた故障探求ノウハウ

をAIエンジン構築支援技術によってモデル化する。

（2）故障発生時には，日立独自のアルゴリズムによっ

て生成された順に問診に回答していくことにより，効

率的に故障原因を推定する。

通信回線1

通信回線2

通信回線3

システム間通信に公衆網 ・
無線を採用した場合のリスク

通信経路高信頼化ミドルウェア
 NX Dlink/RED適用イメージ

通信経路
の多重化
で解決

拠点A 拠点B

無線通信（ローカル5G）

無線通信（Wi-Fi）＊

キャリア公衆回線

通信回線1

時間

速
度

通信回線2

時間

速
度

通信回線3

時間

速
度

公衆網通信
・ パケット欠損
・ 輻輳

現場設備-基地
局の無線通信
・ 基地局停止に
よる通信断

現場機器間の
無線通信
・ 干渉による
通信途絶 経路障害発生時， 残りの経路で通信継続

5 NX Dlink/REDの適用イメージ

注：
＊は「他社登録商標など」（156ページ）を参照

保守員

!

対象機器選択

調査項目（問診）

Yes No

調査結果（回答）

効率的な問診順序を生成する
日立独自のアルゴリズム

AIエンジン

故障原因の推定

保守マニュアル 設計仕様書

故障探求ノウハウ 作業実績
保守マニュアルや故障探求
ノウハウのデジタル化を支援

故障
原因
調査
項目

原因と対応方法

・ 効率の良い順番で
問診してくれる。
・ 確認箇所の見落としが
なくなる。

保守担当

調査項目順序
生成アルゴリズム

AIエンジン
構築支援技術

・ 原因推定までの時間短縮
・ 担当者スキルレベル底上げ

・ 故障 ・ 修理履歴のデータ蓄積が
不十分でも適用可能

修理リコメンデーションサービス（故障探求型） 保守設計担当

6 修理リコメンデーションサービス（故障探求型）の概要
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（3）現場運用に適応した故障探求実現のため，問診順

序の固定や優先する問診の設定が可能である。

これにより原因推定までの時間短縮，保守員のスキ

ルレベル底上げといった効果が期待できる。

現在，故障探求型の修理リコメンデーションサービ

スを粒子線治療装置の故障探求に適用するPoC

（Proof of Concept）を行っている。社会インフラを

支える複雑で重要な機器の保守業務を支援するサービ

スとして部品選定型と併せ，適用拡大を図っていく。

日立は2030年度までにオフィスや事業所の，2050

年度までにバリューチェーン全体でのカーボンニュー

トラル達成を目標として掲げている。この環境目標は

日立だけでなく，地域やサプライチェーン全体のカー

ボンニュートラルを実現するという社会課題でもあ

る。日立製作所大みか事業所はこの課題に正面から取

り組むべく，2022年度より「大みかグリーンネット

ワーク」の取り組みを開始した。

これまでの生産改革・工場DXで培ってきた現場ナ

レッジやデジタル技術，制御技術を駆使し，大みか事

業所をハブとして，CO2排出量の算定・可視化や生産

工程での削減，再生可能エネルギーの有効活用といっ

た環境経営GX（グリーントランスフォーメーション）

GXで成長可能な脱炭素を協創する
大みかグリーンネットワーク7

に関わる実証を行っている。ここで磨き上げた大みか

GXモデル，地域エネルギーマネジメント基盤，環境

トラステッドデジタル基盤を，サプライヤ企業，金融

機関などの多様な社外ステークホルダーへ展開してい

く。そしてカーボンニュートラル達成に向け，地域発

の社会インフラエコシステムを形成し，発展させるこ

とで，持続的な成長が可能な脱炭素社会の協創に取り

組んでいく。

公共機関
テクノロジー企業

教
育
・
研
究
機
関

顧
客
企
業

金融機
関

地
域
・
近隣

企業

サ
プ
ラ
イ
ヤ
企
業

脱炭
素協調，脱炭素支援

廃棄物
削減

LCA
算出

地域
脱炭素

ファイ
ナンス

エネマネ
省エネ 再エネ

資源環境

補助金
活用

OGN
Omika Green Network

実証フィールド
大みか事業所

脱炭素
技術 脱炭素

共同研究

脱炭素
支援

環境配慮
設計

7 大みかグリーンネットワークの概要

注：略語説明　LCA（Life Cycle Assessment）
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